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取り付ける前に

器具の取り付けかた

●天井にこのような配線部品がついている場合は、器具が取り付けられます。

角形引掛
シーリングボディ

丸形引掛
シーリングボディ

埋込形引掛
シーリングローゼット

●天井に配線部品が付いていない場合は、
　電気工事店（有資格者）に取り付け工事
　を依頼する。
※工事には資格が必要です。

必ず守る
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アダプタの取り付けかた

●取り付け後、ボタンを押さずに
　左方向に回し、はずれないこと
　を確認する。
※取り付けが不完全な場合、器具の
　落下によるけがの原因となります。

必ず守る

1

３   右方向にいっぱいまで回
  してください。ロックが
 掛かり固定されます。

2 配線部品（引掛シーリン
グボディなど）の溝に
アダプタのツメを入れて
ください。
また、必ず同梱している
アダプタを使用してくだ
さい。

 
 
  ●ボタンを押しながら、左方向へ回して

　ください。

アダプタの取り外しかた

押す1 左回し2溝（２か所）

配線部品

アダプタ

右回し入れる

ボタン

2

1
ツメ(２か所)

必ず守る
※電源を切らないと、感電の原因
　となります。

●器具の取り付けの際は､電源
　を切る。

電源（壁スイッチまたはブレーカ）を切ってください。
※ブレーカを切る場合、同一ブレーカに接続されている他の機器の
　電源も同時に切れますので、ご注意ください。

外す3

器具の取り外しかた
カバーおよび本体の取り外しかた
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アダプタを外してくだ
さい。
ボタンを押しながら左方
向に回してください。

ハンドル

アダプタ

ボタン

押す

本体側コネクタ アダプタ側コネクタ

●アダプタを無理に回さ
　ない。
※引掛シーリングボディ
　などの破損の原因とな
　ります。

3 中央キャツプの爪を持っ
て開けてください。

外す

外す

●消灯直後の器具は熱い
　ので、時間をおいて本
　体が十分に冷えてから
　作業する。
※やけどの原因となります。

接触禁止

1

押す1

2

2

左回し2

禁止

本体中央部を、しっかり
支えながら、アダプタの
ハンドルを右に回して
本体を外してください。

ハンドルの　 を｢ロック
解除」の位置にずらして
ください。

コネクタを外してくだ
さい。
アダプタ側コネクタの爪を
押しながら引き抜いてくだ
さい。

●器具の取り付けかたは
　　　　　　　　をご参
　照ください。

爪
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アダプタ側の電線

チューブ

本体側
ずらす

チューブをアダプタ側
の電線にずらしてくだ
さい。

●コネクタを無理に引
　き抜いたり、電線を
　引っぱったりしない。禁止
※電線が断線し、感電、
　故障の原因となります。

必ず守る
※電源を切らないと、感電
　の原因となります。

●器具の取り外しの際は、
　電源を切る。

電源（壁スイッチまたはブレーカ）を切ってください。
※ブレーカを切る場合、同一ブレーカに接続されている他の機器の
　電源も同時に切れますので、ご注意ください。

外す3

●本体が落下しないよう
　に、確実に本体を支え
　ながら作業する。必ず守る
※手を離すと本体落下に
　よるけがの原因となり
　ます。

カバーを支えながらボタン
を押して、カバーを取り外
してください。

カバー

1ボタン 押す

開ける中央キャップ
爪

右回し

アダプタ
本体


